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特集　専門家が読み解く自治体の今
S H I N K O  C H I B A

成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
時
の
様
々
な
問
題
に

よ
り
、
業
務
継
続
を
危
う
く
し
た
こ
と
か
ら
、
各
サ
ー

バ
を
ク
ラ
ス
タ
構
成
の
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型
か
ら
、
仮
想

基
盤
を
活
用
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ド
に
移
行
し

た
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
多
種
多
様
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
綿
密
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
た
め
、コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
事
業
者
に
支
援
委
託
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
二
回
の
大
規
模
作
業
の
中
で
特
に
感
じ
た
の

は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
経
験
の
中
で
、
円
滑
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
と
事
前
の
リ
ス
ク
や
課
題
の
管
理

方
法
を
熟
知
し
て
お
り
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
れ

ら
を
察
知
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
我
々
が
作
業
を
す
る
と
何
か
が
抜
け
、
漏
れ

る
の
か
。
分
か
り
や
す
い
体
系
や
規
模
感
を
現
せ
な
い

の
か
。
リ
ス
ク
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ

の
違
い
は
、
適
切
な
技
法
の
活
用
と
技
法
を
活
用
し

た
う
え
で
の
経
験
の
差
で
あ
る
と
、
明
確
に
感
じ
ら
れ

た
作
業
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
日
々
、
多
く
の
事
業
者
や
職
員
と
様
々
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
調
整
す
る
情
報
政
策
課
で
は
、「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
知
識
の
習
得
と
活
用
に

力
を
入
れ
始
め
、
最
新
で
は
な
い
が
、「
Ｐ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｋ
第

6
版
」
を
基
本
と
し
、
毎
年
、
課
内
研
修
を
実
施
、
資

料
の
作
成
や
説
明
、
経
費
の
精
査
、
事
業
者
の
選
定
、

シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
に
、
10

の
知
識
エ
リ

ア
に
よ
る
確
認
と
構
成
を
意
識
さ
せ
て
い
る
。
特
に
、

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、ス
コ
ー
プ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
重

要
視
し
、
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
書
、
W
B
S
、
リ

は
じ
め
に

　

ス
マ
ー
ト
と
聞
く
と
、「
す
ら
り
と
し
て
い
る
」
な

ど
の
意
味
が
頭
に
浮
か
ぶ
が
、「
機
敏
に
」
、「
賢
く
」
、

「
洗
練
さ
れ
た
」
な
ど
の
意
味
も
持
つ
。
現
在
、
日
常

生
活
に
お
け
る
様
々
な
情
報
取
得
や
手
続
、
購
入
な

ど
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
可
能
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
電
子
マ
ネ
ー
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ

り
、
支
払
い
が
完
結
し
て
い
る
。
と
も
に
、「
機
敏
に
」
、

「
賢
く
」
、「
洗
練
さ
れ
た
」
対
応
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
動
向
と
現
在
の
市
町
村
の
業
務
運

用
を
比
較
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
冷
静
に
進
め
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

各
地
方
自
治
体
で
は
、
令
和
二
年
十
二
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
」
を

受
け
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
・
内
容
の
具
体

化
と
、
国
の
支
援
策
等
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
自
治

体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
」

を
基
本
と
し
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
組

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
重
点
取
組
事
項
と
し
、「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
・
共
通
化
」
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
」
、「
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
、「
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
利
用
促
進
」
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
」
、「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底
」
の
6
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
れ
も
が
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
与
と

ス
ク
・
課
題
管
理
表
、ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
行
動
計
画
な
ど
、

ツ
ー
ル
と
の
関
係
性
を
理
解
し
た
う
え
で
、
個
人
で
も

関
連
す
る
ツ
ー
ル
を
作
成
で
き
る
、
も
し
く
は
、
規
模

や
重
要
度
に
よ
り
、
必
要
性
を
判
断
で
き
る
レ
ベ
ル
に

到
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

結
果
と
し
て
、
感
覚
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

業
の
抜
け
漏
れ
が
減
少
、
さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム
事
業
者

等
と
の
打
合
せ
が
迅
速
と
な
り
、
ま
た
、
担
当
職
員
が
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、一
定
の
レ
ベ
ル

で
理
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
を
優
先
し
た
作
業
か
ら
、
よ
り

高
度
な
取
組
の
検
討
や
、
課
題
の
整
理
に
臨
め
る
状
況

と
な
り
、
相
乗
効
果
を
生
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　

な
お
、
様
々
な
関
係
者
と
関
与
し
、
課
題
解
決
を

基
本
と
し
た
取
組
を
進
め
て
い
く
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

は
、
特
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要

と
な
る
。
今
ま
で
は
、
利
害
関
係
者
の
管
理
が
主
眼
で

あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
利
害
関
係
者
に
、い
か
に
協
力
者

に
な
っ
て
も
ら
え
る
か
、
ま
た
、
協
力
者
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
効
果
等
の
説
明
を
適
切
に
行
う
事
に
、
力

を
注
ぎ
戦
略
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
つ
い
て

　

令
和
二
年
七
月
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
2
0
2
0
」
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
と
し
、「
次
世
代
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
強
力

な
推
進
」
に
お
け
る
、
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計

画
の
見
直
し
や
、
行
政
手
続
の
抜
本
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
化
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
た
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
の
シ
ス

テ
ム
化
や
業
務
の
効
率
化
と
は
、
異
な
る
根
本
的
な

様
々
な
課
題
が
あ
り
、一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
ば
か

り
で
あ
る
。
特
に
、「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
」
は
、
令
和
七
年
度
中
に
、
住
民
基
本
台

帳
や
個
人
住
民
税
な
ど
の
二
十
業
務
を
、
国
が
用
意

す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
上
で
運
用
す
る
も
の
で
、
国

の
示
し
た
標
準
仕
様
で
構
築
し
た
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
原
則
、
全
て
の
地
方
自
治
体
が

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

前
提
と
し
て
、
管
理
す
る
住
民
情
報
は
、
徹
底
的
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
必
要
と
な
る
が
、
地
方
自
治
体

の
枠
を
越
え
て
活
動
す
る
住
民
や
企
業
の
利
便
性
を

考
慮
す
る
と
、
団
体
ご
と
に
規
格
等
が
異
な
る
と
利

便
性
の
妨
げ
と
な
り
、
又
、
今
後
の
更
な
る
社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
も
、
標
準
的
機
能

を
各
自
治
体
が
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
近
い
将

来
、「
あ
ら
ゆ
る
手
続
が
役
所
に
行
か
ず
に
で
き
る
」
、

「
必
要
な
給
付
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
」
こ
と
や
、
補
助

金
等
に
お
い
て
も
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
プ
ッ
シ
ュ
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
簡
単
に
実
現
す
る
な
ど
、

利
用
者
目
線
の
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
最
終
的
に
は
、
窓
口
で
の
手
続
や
証
明
書
発
行

を
必
要
と
し
な
い
新
た
な
役
所
を
創
造
す
る
こ
と
を

思
い
描
き
な
が
ら
、
着
実
に
取
組
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
各
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
担
当
職
員
や

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
職
員
は
、
既
に
導
入
の
シ
ス
テ
ム

の
運
用
や
保
守
対
応
に
上
乗
せ
し
、
新
た
な
取
組
の

準
備
、
関
係
事
業
者
と
の
打
合
せ
が
必
要
と
な
り
、
さ

ら
に
そ
の
負
担
は
増
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、「
ス
マ
ー
ト
市
役
所
」
を
目
指
す

取
組
等
を
、
大
局
的
な
視
点
で
組
織
行
動
を
計
画
・

遂
行
す
る
方
策
と
な
る
「
戦
略
的
」
な
対
応
を
意
識

し
、
可
能
な
限
り
、
効
率
的
且
つ
効
果
的
に
進
め
始
め

て
い
る
た
め
、
多
少
で
も
、
県
内
各
市
町
村
の
ご
担
当

者
の
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
重
要
性

　

本
市
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
住
民
基
本
台
帳
や

個
人
住
民
税
等
の
住
民
系
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
ホ
ス
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
系
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
六
年
度
に
は
、
平

変
化
が
開
始
す
る
想
定
と
、
改
善
で
は
な
く
改
革
の

意
識
を
も
ち
、
令
和
二
年
九
月
よ
り
、
今
後
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
方
針
を
検
討
す
る
た
め
、
各
部
の
担
当
者
を

集
め
た
検
討
協
議
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
十
二
月
に
「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
」
が
通
知
さ
れ
、

国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
取
組
を
行
う
こ
と

が
明
確
に
示
さ
れ
た
た
め
、
全
庁
的
な
方
針
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
、
令
和
三
年
七
月
に
「
松
戸
市
行
政
デ

ジ
タ
ル
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
い
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
の
過
程
に
お
い
て
は
、
全
所
属
に
対

し
、
職
員
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
の
だ
が
、
こ
の
中
で
、
新
た
な
発
見
と
な
っ
た
の

が
、
約
62

％
が
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
や
ス
マ
ー
ト
自
治
体
と
い

う
用
語
の
印
象
に
対
し
、「
良
い
印
象
」
ま
た
は
「
概
ね

良
い
印
象
」
を
も
っ
て
お
り
、
約
68

％
が
、「
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
」
だ
と
、
回
答
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、７
割
程
度
の
職
員
は
、
現
状
に
満
足
し
て

お
ら
ず
、
危
機
感
を
感
じ
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ

と
に
は
、
賛
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
を
集
約
す
る
と
、
市
民
・

企
業
等
団
体
か
ら
の
申
請
に
つ
い
て
、
紙
の
申
請
書
を

削
減
し
、
手
入
力
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
電

子
化
の
推
進
等
の
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
」
に
係
る
も
の
、

電
子
決
裁
や
勤
怠
関
連
の
シ
ス
テ
ム
化
整
備
を
早
期

に
進
め
、
不
要
な
時
間
の
削
減
、ペ
ー
パ
レ
ス
化
な
ど
の

「
行
政
運
営
」
に
係
る
も
の
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

防
災
関
係
や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
、デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

の
対
策
推
進
な
ど
の
「
社
会
基
盤
」
に
係
る
も
の
の
3

つ
に
分
類
さ
れ
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
で
設
定
し
た
基
本
方
針
は
、
こ
れ
ら
の
3

自治体の

今

専門家が

読み解く

「
ス
マ
ー
ト
市
役
所
」
を
目
指
し
た

「
戦
略
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」

松戸市　総務部
情報政策課　デジタル戦略担当室長

（兼　情報政策課専門監）

黒澤 聡史
くろさわ　さとし●

平成9年度入庁。システム部門においては、メインフレームの運用

から、オープンシステムへの移行、プライベートクラウドの導入、

庁内システムの新規導入やリプレイスなどに従事し、各種データ

連携やプロジェクト管理に精通。また、定額給付金作業や、社会保

障・税番号制度の導入も担当し、システム経費の精査にも携わっ

ている。
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仮
想
空
間
上
の
庁
舎
で
、
職
員
の
ア
バ
タ
ー
に
よ
る
説

明
も
含
め
、
十
分
に
実
施
可
能
と
な
る
。
す
で
に
、
韓

国
ソ
ウ
ル
で
は
、
2
0
2
3
年
中
に
、
こ
れ
ら
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
と
の
、
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
も
こ
の

様
な
先
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、
後
々
、
効
果
的
な
機
能

と
す
る
た
め
に
、
無
駄
を
防
ぎ
、
優
先
度
を
明
確
に
し

た
う
え
で
、
可
能
な
限
り
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
想
定
と

削
減
を
見
据
え
た
対
応
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
主
な
も
の
を
3
点
挙
げ
る

と
、
ま
ず
、一
つ
目
と
し
て
、
市
民
と
の
様
々
な
や
り
と

り
を
デ
ジ
タ
ル
で
完
結
す
る
た
め
の
、
適
切
な
技
術
の

活
用
と
導
入
、
広
域
化
や
先
を
行
く
民
間
企
業
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
併
合
で
き
る
社
会
基
盤
化
が
必
ず
必
要

と
な
る
。

　

そ
の
為
に
は
、
住
民
情
報
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

が
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保
さ
れ
た
形
で
、
全
体

集
中
化
が
必
要
と
な
る
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

国
と
各
市
町
村
で
令
和
七
年
度
中
の
対
応
を
目
指
す

「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」
を
活
用
し
た
住
民
基
本
台

帳
や
個
人
住
民
税
な
ど
の
二
十
業
務
の
標
準
化
・
共

通
化
が
、
間
違
い
な
く
鍵
と
な
る
。
よ
っ
て
、
本
市
も
、

様
々
な
課
題
は
あ
る
が
、
期
間
内
で
の
対
応
を
目
指

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
手
続
の
た
め
に
、
住
民
が
、
窓
口

に
来
庁
す
る
こ
と
は
、「
原
則
な
い
」
と
い
う
方
向
性

を
基
本
と
し
、「
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ａ
Ｐ
Ｉ
」
、
厳
格
な
「
本
人
確

認
」
、
申
請
の
改
ざ
ん
防
止
が
必
要
な
各
種
認
証
局
に

よ
る
「
電
子
署
名
」
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
す
る
た
め
の

各
種
デ
ジ
タ
ル
帳
票
等
の
「
電
子
交
付
」
等
を
標
準
機

能
と
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
基
盤
」
が
不
可
欠
と
な

つ
の
分
野
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
い
く
こ
と
を
意
識

し
、「
は
な
れ
て
い
て
も　

つ
な
が
る　

ス
マ
ー
ト
市
役

所
」
、「
は
や
い　

シ
ン
プ
ル　

セ
キ
ュ
ア　

ス
マ
ー
ト
行

政
」
、「
安
全
・
安
心
・
便
利
・
快
適　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

と
し
て
お
り
、
ど
れ
か
が
飛
び
ぬ
け
て
も
、
ど
れ
か
が

未
対
策
で
も
適
切
な
効
果
は
発
揮
し
な
い
と
考
え
て

い
る
。

「
ハ
ブ
」
機
能
と
し
て
の
役
割
の
重
要
性

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
と
し

て
、
最
も
重
要
な
の
は
、
様
々
な
部
分
で
の
「
ハ
ブ
」
と
い

う
考
え
方
だ
と
思
っ
て
い
る
。
住
民
と
役
所
と
職
員
の

「
接
点
」
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、い
か
に
「
機
敏
に
」
、

「
賢
く
」
、「
洗
練
さ
れ
た
」
、「
心
地
良
い
状
態
」
を

創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

本
市
の
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
令
和
三
年
二
月
よ

り
、「
総
合
案
内
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
が
稼
働
し
て

い
る
が
、
市
民
か
ら
問
合
せ
の
多
い
質
問
を
Ａ
Ｉ
が
回

答
、
も
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
に
紐
づ
け

る
も
の
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
住
民
が
、
庁
舎
の
窓

口
に
来
る
、
電
話
問
合
せ
を
す
る
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検

索
し
、
回
答
を
探
す
も
の
で
あ
る
が
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
の
入
り
口
か
ら
、
ア
プ
リ
を
利
用
で
き
、
事
前
に
設

定
し
た
約
２
千
の
Ｑ
Ａ
に
よ
り
、
最
適
な
案
内
や
回
答

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
窓
口
や
電
話
以
外

の
接
点
を
新
た
に
増
や
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
24

時
間

3
6
5
日
の
稼
働
に
よ
り
、
休
日
と
い
う
接
点
の
溝
を

埋
め
る
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
専
用
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
同
じ
エ
ン
ジ
ン
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
多

る
と
思
わ
れ
る
。

　

住
民
の
み
な
ら
ず
、
事
業
者
の
対
応
も
含
め
、
各
業

務
に
お
け
る
申
請
手
続
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
し
く
は

オ
ン
ラ
イ
ン
と
窓
口
の
並
行
化
を
図
り
、
併
せ
て
、
そ

れ
に
基
づ
く
、
業
務
フ
ロ
ー
を
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、

早
い
段
階
で
、
新
た
に
発
生
す
る
手
続
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
基
本
と
し
た
業
務
構
築
を
原
則
と
し
、
新
た
な

役
所
の
機
能
の
創
造
を
早
め
に
積
み
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
で

あ
る
。
前
提
と
し
て
、
刻
々
と
変
動
す
る
状
況
の
中
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
要
と
な
る
が
、
変
化

へ
の
適
応
、
事
業
者
・
職
員
の
共
感
を
得
る
マ
イ
ン
ド

な
ど
を
磨
く
こ
と
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
分
析
・
活
用
し
、

計
画
か
ら
導
入
、
見
直
し
ま
で
、
見
据
え
る
こ
と
の
で

き
る
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
運
用
設
計
な
ど
の
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
、

市
町
村
の
職
員
と
し
て
の
、
政
策
対
応
や
行
政
運
営

の
調
整
、
適
切
な
予
算
の
獲
得
な
ど
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
保
持
し
て
い
る
職
員
を
少
し
で
も
早
く
、

多
く
、
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
を
開
始
す
る
前
に
、
整
理
が
必

要
な
点
と
し
て
は
、デ
ジ
タ
ル
化
を
戦
略
的
に
実
行
す

る
検
討
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
役
割
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
体
制

の
区
分
に
対
す
る
必
要
な
技
術
の
定
義
よ
り
、
習
得

す
べ
き
必
要
な
要
素
を
整
理
し
、
新
規
採
用
や
、
管
理

職
や
所
属
長
の
昇
格
等
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
も
活

用
し
研
修
な
ど
を
実
施
し
、ひ
と
ま
ず
、
期
間
を
設
定

の
う
え
、
人
事
部
門
と
の
連
携
も
行
い
な
が
ら
、「
デ
ジ

タ
ル
化
人
材
育
成
方
針
」
等
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。

く
の
地
方
自
治
体
が
活
用
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
標
準

化
さ
れ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
デ
ー
タ
が
利
用
で
き
、

学
習
ス
ピ
ー
ド
も
増
し
て
い
く
。
な
お
、
現
在
、
市
町
村

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
職
員
で
も
、
短
時
間
で
求
め

る
内
容
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
難
し
く
、
そ
れ
を
適
切

に
検
索
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
現

時
点
で
は
、
月
約
6
千
件
の
質
問
に
対
応
し
、
住
民
と

職
員
の
中
間
の
「
ハ
ブ
」
と
し
て
、
機
能
し
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
取
組
と
し
て
、
令
和
四
年
四
月
に
、

「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
等
に
関
す
る
協
定
」
を
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
株
式
会
社
と
締
結
し
た
。
既
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
、
社
会
と
住
民
を
つ
な
ぐ
「
ハ
ブ
」
と
し
確
立
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
地
方
自
治
体
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

を
原
則
と
し
、
拡
充
し
て
い
く
中
で
、
情
報
格
差
を
無

く
す
た
め
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
市
民
は
、

さ
ら
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
」
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
っ
て
い
な
い
市
民
に
は
、
そ
の
必
要
性
を
感
じ
、
所
持

す
る
こ
と
に
」
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

終
息
し
な
い
現
状
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
に
よ
り
、
集
合

型
の
講
座
の
実
施
は
困
難
な
た
め
、
他
の
方
策
に
よ

り
、
継
続
的
且
つ
費
用
対
効
果
の
あ
る
取
組
を
模
索

し
て
い
た
中
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
協
力
に
よ

り
、
市
内
の
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
た
、
個
別
講
座
の
実

施
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
取
組
の
検
討
に
あ
た
り
、
意
識
し
た
「
接
点
」

と
し
て
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
者
は
、
機
器
の
購

入
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
、
機
種
の
変
更
や
契
約
の

見
直
し
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
。　

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
多
く
の
シ
ョ
ッ
プ
が
駅
の
近
く

や
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
な
ど
に
立
地
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
受
講
後
に
、ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
い
と
思
っ

た
場
合
に
は
、
購
入
も
可
能
で
あ
り
、「
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ

ｄ
」
と
「
i
O
S
」
と
い
う
二
つ
の
操
作
が
異
な
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
方
法
を
日
々
、
教
え
て
い
る

シ
ョ
ッ
プ
の
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
講
師
と
な
る
。

　

結
果
的
な
部
分
も
あ
る
が
、
駅
の
近
く
と
い
う
場

所
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
う
機
能
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

対
応
等
の
面
で
、
住
民
に
対
し
、「
洗
練
さ
れ
た
」「
心

地
良
い
状
態
」
を
創
り
出
す
「
ハ
ブ
」
が
シ
ョ
ッ
プ
で
あ

り
、
感
染
症
対
策
や
機
器
の
購
入
、
複
数
回
の
受
講
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
「
機
敏
に
」「
賢
く
」
対
応
が
可
能
な

取
組
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
望

　

現
時
点
で
も
、デ
ジ
タ
ル
技
術
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
技
術
が
生
ま
れ
、
日
々
、
進
化
し
続

け
て
い
る
。
特
に
、
今
後
、
地
方
自
治
体
に
も
影
響
が

あ
る
も
の
と
し
て
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
取
引
・
情
報

提
供
活
動
の
場
と
な
る
仮
想
空
間
の
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
、

唯
一
無
二
の
し
る
し
を
も
っ
た
デ
ー
タ
の
箱
と
な
る
「
Ｎ

Ｆ
Ｔ
」
、
個
々
の
ユ
ー
ザ
端
末
が
デ
ー
タ
を
直
接
や
り
と

り
し
、
新
た
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
創
り
出
す

「
W
e
b
3
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、こ
の
3
つ
の
基
盤
機
能
と
、
さ
ら
に
、
取
引
履

歴
デ
ー
タ
な
ど
を
暗
号
化
技
術
に
よ
っ
て
、
極
め
て
改

ざ
ん
が
困
難
な
共
有
型
の
分
散
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構

築
可
能
と
な
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
に
よ
り
、
例
え

ば
、
住
民
の
I
D
を
作
成
・
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
デ
ジ
タ
ル
住
民
票
の
写
し
や
デ
ジ
タ
ル
印
鑑
証
明

の
発
行
、
デ
ジ
タ
ル
投
票
が
、
実
際
の
庁
舎
で
は
な
い

　

2
0
5
0
年
に
は
、
人
口
が
25

％
減
少
す
る
と
い
わ

れ
る
中
、
業
務
は
複
雑
性
を
増
す
が
、
市
町
村
の
職
員

の
増
員
は
、
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
職
員
は
、

高
齢
者
や
子
ど
も
等
に
対
す
る
手
厚
い
対
応
や
政
策

立
案
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
り
、
な
お
一
層
、
効
率
的

に
事
務
を
実
施
し
、
リ
ソ
ー
ス
の
余
剰
を
生
み
出
す
た

め
、
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
を
徹
底
的
に
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
サ
ー
バ
や
シ
ス
テ
ム
が
価
値
を
持
つ
の
で
は

な
く
、
多
角
的
な
様
々
な
デ
ー
タ
と
、
そ
れ
を
操
れ
る

職
員
が
紛
れ
も
な
い
価
値
と
な
っ
て
く
る
。

最
後
に

　

本
稿
執
筆
時
点
（
８
月
中
旬
現
在
）
で
は
、
国
に
お
い

て
、
近
々
、「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
計
画
」
が
見
直
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
生
活
様
式
や
社
会
基
盤
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
内
容
も
定

期
的
に
見
直
す
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
市
も
、
変
更
内
容
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
整
備

し
た
体
制
や
、
実
行
し
た
取
組
と
効
果
を
明
確
に
し
、

「
松
戸
市
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
検
討
の
う
え
、
市
民
と
職
員
に
分
か
り
や
す

い
説
明
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
、「
改
善
」

で
は
な
く
、「
改
革
」
で
あ
る
。
技
術
の
進
化
に
伴
い
、

種
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
も
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
よ
り
高
度
な
も
の
や
利
便
性
の
高
い

も
の
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
た
め
、
地
方
自
治
体
で
は

非
常
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、一
歩
二
歩
進
ん
だ
取

組
に
も
挑
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。


